
 

 
 
  平成 31 年４月 22 日 

各      位 
 会 社 名 株  式  会  社  理  経 
                                                 代表者名  代表取締役社長  猪 坂  哲 
  （コード番号 8226 東証第二部） 
 問合せ先  取締役経理部長 長谷川 章詞 
  （ TEL．03 - 3345 - 2153 ） 
 
 

特別利益及び特別損失の計上、連結業績予想の修正 

並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 

 

 当社は、平成 31 年３月期において、下記のとおり特別利益及び特別損失を計上いたします。 

また、平成 30 年５月 14 日に公表した平成 31 年３月期(平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日)

の通期業績予想を下記のとおり修正いたします。あわせて期末配当予想を修正いたしますので 

お知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別利益の計上及びその内容 

資産の効率化及び財務体質の向上をはかるため、当社が保有する投資有価証券の一部を平成 31

年３月期に売却いたしました。その結果、投資有価証券売却益 33 百万円を特別利益に計上いたし

ます。 

 

２. 特別損失の計上及びその内容 

当社保有の投資有価証券の一部につき、その財政状態、事業計画等を勘案して平成 31 年３月期

に評価減を行います。その結果、投資有価証券評価損 20 百万円を特別損失として計上いたします。 

 

３．平成 31 年３月期 連結業績予想の修正（平成 30 年４月１日～平成 31 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営 業 利 益 経 常 利 益
親会社株主
に帰属する
当期純利益 

1 株当たり 
当期純利益 

前回発表予想（Ａ） 

(平成 30 年５月 14 日発表) 
9,500 100 90 50 3 円 31 銭

今回修正予想（Ｂ） 10,088 146 151 122 8 円 7 銭

増減額（Ｂ－Ａ） 588 46 61 72  

増 減 率 （ ％ ） 6.2 46.0 67.8 144.0  

（ご参考） 
前 期 実 績 
（平成 30 年３月期） 

7,978 △174 △173 △184 △12 円 20 銭

 

 

 

 



 

４．修正の理由 

 連結の業績予想につきましては、システムソリューションにおいては大学官公庁向けシステムが

好調に推移し売上高、利益ともに増加する見込みです。 

 ネットワークソリューションにおいては、映像配信、防災情報ともほぼ予定通りに推移いたしま

したが、衛星通信関連が低調なため、売上高、利益ともに減少する見込みです。 

 電子部品及び機器においては、主として平成 29 年 10 月に子会社化した株式会社エアロパートナ

ーズにおいて防衛省向けの修理契約が増加したことにより、売上高、利益ともに増加する見込みで

す。 

 これらの要因により、連結売上高、営業利益、経常利益、親会社株主に帰属する当期純利益は、

平成 30 年５月 14 日に発表いたしました業績予想を上回る見込みです。 

 
５. 平成 31 年３月期の期末配当予想の修正 

 年間配当金 

（基準日） 第２四半期 期末 年間 

前回予想（平成 30 年５月 14 日）     円 銭 
    0. 00 

    円 銭 
    未定 

    円 銭 
未定 

今回修正予想     0. 00     3. 00     3. 00 

当期実績     0. 00   

前期（平成 30 年３月期）実績 0.  00     0. 00 0. 00 

 
６．配当予想修正の理由 

平成 31 年３月期の期末配当金につきましては未定としておりましたが、今回の業績予想を踏まえ 
１株当たり３円とさせていただくことといたしました。 
 
※業績の予想につきましては、本資料の発表時現在で入手可能な情報に基づいて算定しており、 
実際の業績は今後様々な要因により予想数値と異なる場合があります。 

 
以  上 


